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研究ノート

１ ．はじめに

　2011年11月25日、ソウルの長老会神学大学校に
おいて第 2 回韓日キリスト教関係史共同研究セミ
ナーが行われ、著者は一聴衆者として出席させて
いただく機会を得た。初めての韓国訪問でもあり、
仁川空港の入国審査での「ようこそいらっしゃい
ました」という日本語テロップに違和感を覚えな
がら、ソウルの街へと向かった。ここでは訪問中
に目にした日本語を中心に、翻訳・通訳の問題か
ら以下に報告したい。

２ ．不思議な日本語

　ソウルを歩いていると、いたるところで日本語
が目に入った。地下鉄に乗るために切符を買おう
とすれば、表示言語に「日本語」を選ぶことがで
き、電車のアナウンスも大きな駅に着く前には日
本語が流れた。しかし、観光名所を訪れたとき、
また滞在先のホテルでも、違和感を覚える日本語
と出会うことがあった。たとえば、ある観光地の
日本語パンフレットには「観覧情報」と記されて
いる。英語版では“Visitor Information”と書かれて
おり、つまり「ご利用案内」や「観光案内」と日
本語では表現される言葉である。また同じパンフ
レットには、英語版で“adults”と“children”、つま
り「大人料金」と「子供料金」にあたる個所が、
実際は「大人」と「青少年（ 7 歳～18歳）」とに
分かれていた。「青少年」という日本語は存在す
る。しかし、「料金」と「青少年」の結びつきは
連想されにくいことからも、言葉は単語ひとつで
存在するというよりは、言葉と言葉の結びつきが
重要であること、言語の規範があること、そして
その結びつきによっては違和感を覚えさせること
があることを実感した。また別の例をあげれば、
ホテルの案内パンフレットには「コンシアジ」と

表記されており、“concierge”の英語発音からそう
なったことは推測できたが、しかし『広辞苑』を
みてもフランス語発音に似せた「コンシェル
ジュ」が一般的な日本語である。日本語には外来
語が多く含まれていて、その多くは確かに英語か
らの借用語ではあるが、時にそうではないことも
あることを改めて思い起こされた。

３ ．「三・一独立運動と民族自決主義」

　ところでセミナーの話に移るが、長老会神学大
学校と聖学院大学総合研究所の共同研究セミナー
は、「三・一独立運動と民族自決主義」を主題に
行われた。三・一運動とは1919年 3 月 1 日に日本
統治時代の朝鮮において起こった独立運動である。
長老会神学大学校研究教授の李致萬氏による発表
「三・一運動の準備過程におけるキリスト者の役
割」と、その発表に対する聖学院大学総合研究所
特任教授の松谷好明氏の応答、聖学院大学総合研
究所助教の松本周氏による発表「1910年代の韓日
教会とリベラル・デモクラシー：現代が学ぶべき
こと」と、その発表に対する長老会神学大学校教
会史研究部実行委員の朴ヨンコォン氏の応答がな
された。
　筆者が特に興味を持ったことは、松本氏の発表
にあった、“democracy”の表記問題をはじめとする
翻訳・通訳の問題である。発表によると、日本語
においても韓国語においても「民主主義」と訳さ
れる言葉ではあるが、しかし、それぞれの国で考
える「民主主義」の意味合いには相違が生じると
うことであった。（そのため、松本氏はあえて英
語表記を用いていた。）また、通訳の問題におい
て、特に松谷氏の応答が韓国語に訳された時、日
本語と韓国語の両方が分かる方の説明によると、
通訳者自身の意見が大いに含まれた通訳だったと
いう。つまり通訳者が、聴衆にわかりやすいよう
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に伝えようとする意図と、また通訳者自身の解釈
をも伝えたいという意図（それが故意にせよ、無
意識にせよ）が折り重なって、本来の発話者の意
図が伝わりにくくなくなる可能性も大いにあると
いうことが認識された体験であった。

４ ．おわりに

　筆者の韓国語知識が乏しいことから、直接に語
用の相違に気づくことができなかったことが残念
である。しかし、「近い」といわれる日本語と韓
国語の間にも表面上だけでは分からない違いがあ
ることに気づくことのできた有意義な訪問であっ
た。

（すずき・みゆき　聖学院大学総合研究所特任研
究員）


